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2019年度 JBSD基金　スカラシップ授与式開催
去る6月7日（金）、ノバイにあるSuburban 

Collection Showplaceで昼食会とともに 

2019年奨学金授与式を開催しました。当日

は、来賓・JBSD基金ボードメンバーと学生・

保護者による懇親昼食会に始まり、続いて

授与式が行われました。授与式では、来賓と

してご出席を賜った在デトロイト日本国総

領事館の酒井首席領事から、学生達への祝

福と温かい励ましの言葉をいただきました。

首席領事のご挨拶に先立ち、今年は、JBSD

基金のSecretaryであるJBSD植田事務局長

より参加者への挨拶が行われました。その

中で、 JBSD基金奨学金により訪日した学生

の1997年以来の累積人数が200名を超えた

こと、更に2016年からJCMU（Japan Center 

for Michigan Universities）の主催により

実施され、JBSD基金が支援している滋賀– 

ミシガンの高校生交換留学プログラムによ

る学生を加えると、合計で260名を超える学

生が日本を訪問したことが報告されました。

JBSD基金奨学金は、州立大学および州内

の高校で学ぶ学生が対象で、日本への体験

留学を通して日本の同世代の友人を作り、

日本文化への理解と興味を深めてもらうこ

とを目的としております。選考のプロセス

として、大学生についてはJCMU、高校生

については YFU（Youth For Understanding）

が、それぞれのプログラムに対する応募学

生の中から一次選考した学生をJBSD基金

が最終選考して奨学金を授与しています。

大学生は、春学期、秋学期、年間のプログ

ラムがあり、プログラム毎にそれぞれ2人、

年間合計で6人に奨学金が授与されますが、

6月は秋学期と年間の4名が対象で、翌年の

春学期の2名は年末にかけて選考されます。

大学生達は、滋賀県彦根市にあるミシガン

州立大学連合日本センターを拠点として日

本の大学生と勉学交流を行うほか、ホスト

ファミリーのご協力によるホームステイを

通じて様々な活動を体験します。

ご存じの通りミシガン州は滋賀県と姉妹

州県関係を結んでいますが、ミシガン州立

大学連合日本センターは、1989年に滋賀県

の援助を得て建てられた施設で、今日まで

日米の若者達の交流を支えてきています。

いっぽう、高校生の海外留学を支援する

YFU（Youth For Understanding）は世界的

な組織ですが、JBSD基金は、日本へ留学を

希望するミシガンの高校生を対象として

応募学生の中から最終選考された2名の約 

6週間（毎年6月下旬出発）の留学に対して

奨学金を授与しています。

当日の式では、今年選ばれた奨学生たち

が、訪日への期待と目標を語ってくれまし

たが、どの学生からも体験留学の機会を与

えてくれた JBSD基金に対する素直なお礼

が述べられました。また、先輩として招待

された留学生達は、JBSD基金が与えてく

れた貴重な機会へのお礼と共に日本での

体験を紹介してくれ、今年の奨学生にとっ

ては良い前知識を得ることができたと思

います。会員各位からの温かいご寄付の 

おかげで本年もJBSD基金奨学金の授与式

を行うことができました。ありがとうござ

いました。

写真左:

2019年度 奨学金受賞者のみなさん  

「JBSD会員の皆さま、ありがとう

ございます！」左からCoraさん、

Annikaさん、Matthewさん、Darren

さん、Farrahさん。

写真右:

酒井首席領事からは学生に向けて

の温かい祝福のことばをいただき

ました。

本年の奨学生

大学生受賞者4名

Annika Barnard Western Michigan University

Matthew Ostroskie Eastern Michigan University

Darren Fike Eastern Michigan University

Angelena Schramm Western Michigan University

高校生受賞者2名

Cora Beth Large Novi High School

Farrah Hathaipat Pongtankul  West Bloomfield High School
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在デトロイト日本国総領事館提供によるトピックスとお知らせ

総領事公邸における「日本ブランド」発信 –トヨタ紡織アメリカ製カーシートの展示

在デトロイト日本国総領事館では、日本の優れた技術や洗練

された文化を活用した製品を総領事館等に展示することにより、

日本の技術や文化を有する「日本ブランド」を積極的に発信して

いきたいと考えております。

今般、トヨタ紡織アメリカ社より、同社製カーシートの展示

希望があり、5月22日から総領事公邸において展示すること

となりました。このカーシートは、同社の有する「表皮一体発

泡工法」と呼ばれる高度な技術を用いて製作されたものです。

日米の自動車産業が集積する当地において、我が国の自動車

産業の高度な技術力を「日本ブランド」として官民連携で発

信していく考えです。

※ 当館における日本製品の展示についてのお問い合わせは、日本企業支援担当（蛯原） seikei@dt.mofa.go.jp までご連絡ください。

領事出張サービス実施のお知らせ（ノバイ市）

在デトロイト日本総領事館では、以下のとおり領事出張サービスを実施する予定です。

日　　時 : 9月17日（火）1:00pm–5:00pm  •  10月10日（木） 1:00pm –5:00pm 

場　　所 : Novi Civic Center （ノバイ市役所）   45175 W. 10 Mile Rd., Novi, MI 48375 

実施項目 :  旅券（パスポート）の申請・交付・在外選挙登録申請在留証明、および署名証明の申請（事

前にご予約をお願いします。）・身分事項証明（英文の出生･婚姻･離婚・死亡証明書など）

の交付・旅券所持証明の交付在留届の受付・各種相談（戸籍･国籍関係・各種届出用紙や

母子手帳のお受け取り等）

詳　　細 : www.detroit.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/onedayconsulate.html

 ※在留証明、および署名証明の申請以外の方につきましては、実施時間中のご都合のよいときにお越しください。ご来場時間の指定はありません。

 お知らせ 

Facebookで、当館の活動紹介のほか、日本関連情報やミシガン /オハイオ 

州の耳寄り情報も発信していますので、是非「いいね！」をお願い致します。

Facebookページ www.facebook.com/cgj.detroit

在留邦人の皆様に有益と思われる情報や各種お知らせをメールでお送り 

するメールマガジンを配信していますので、是非ご登録ください。

詳細はこちら www.detroit.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/emagazine.html

旅行や海外出張される場合は、是非、「たびレジ」に登録を！！

旅行日程・滞在先・連絡先などを登録すると、滞在先の最新の海外安全 

情報や緊急事態発生時の連絡メール、また、いざという時の緊急連絡 

などが受け取れるシステムです。

詳細はこちら www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg

四半期毎にミシガン州とオハイオ州内の治安情勢を掲載しています。

在留邦人の皆様が多く居住する地域における犯罪発生件数や最近の 

犯罪傾向などを掲載していますので、ご確認をお願い致します。

詳細は当館ホームページ、生活・安全情報内の「海外安全対策情報」を

ご確認ください。

生活・安全情報 www.detroit.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/lifesafety.html
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アメリカでのバスケ

Toyota Boshoku America

菊
き く ち

地  仙
ひ さ し

士

H.I.S.の大石さんよりご紹介にあずかり

ましたトヨタ紡織アメリカの菊地です。 

折角大石さんにマラソン絡みで紹介を

頂きましたが、副業のマラソンは置いて 

おき本業の話をさせていただきます。ア

メリカのメジャースポーツといえば、野

球、アメリカンフットボール、ホッケーそ

して私が大好きなバスケットボールがあ

ります。私がバスケットボールを好きに

なったきっかけはトロントで高校生活を

送っていた1995年、街に初のNBAチーム

トロント・ラプターズが誕生し街中がバス

ケットボールブームとなったのが始まり 

です。それまで私はバスケットボールには

そんなに興味がありませんせんでしたが、

テレビをつければラプターズの試合がやっ

ており、高校での話題もラプターズ一色、 

時間が経つにつれどんどんバスケット 

ボールの虜となっていきました。それ以降

日本に戻っても毎年NBA、特にラプターズ

観戦を続けて今年で24年が経ちました。

2013年にアメリカ赴任となり再度北米

を訪れることになりましが、やはりNBA

の本場だけありテレビ放送は日本より 

多く、グッズも容易に手に入り、日本では

買えないバスケットボールシューズもあ

ることもありアメリカに赴任して良かっ

たと1年目から大喜びでした。ミシガン

にはデトロイト・ピストンズというNBA

チームが幸いにも存在するため、NBA観

戦も比較的容易に行うことができます。 

折角NBAが生で観れるのですから、も

ちろん私は赴任1年目から観戦に行くこ

とにしました. . . もちろん対ラプターズ戦 

ですが。ピストンズ対ラプターズ戦を初

めて観戦行った時に不思議な事が会場で 

起こっていました。それはピストンズの

ホームにもかかわらず、

何故かアウェイのラプ

ターズへの声援が聞こ

えてくるのです。会場を

よく見ると3分の1くら

いの観客が赤いＴシャ

ツやユニフォームを

着たラプターズファン 

だったのです。（ラプター

ズのチームカラーは赤色）。通常アメリカの

スポーツでアウェイのファンの声援が聞

こえることはまずありえませんので不思

議な光景でした。後で聞いたところによる

とカナダのウィンザーからデトロイトが

近いため、カナダで唯一のNBAチームで

あるラプターズの応援にカナダ人がデト

ロイトまで駆けつけるとのことです。そん

な不思議な光景がカナダとの国境が近

いデトロイトだからこそ味わえるのがピ

ストンズ対ラプターズの特徴です。以降

毎年ラプターズがピストンズとデトロイ

トで対戦する時は観戦に行っています。

余談ですが今年のNBAで我がラプター

ズが創立初の優勝を飾り来シーズン 

まで至福の時を過ごしています。

高校時代に好きになったNBAですが、

それが理由で私自身もバスケットボール

を始めました。そして下手なりに高校、 

大学、社会人と趣味程度にバスケットボー

ルを続けていましたのでアメリカに赴任

してからもバスケットボールをやれる機

会が欲しいと思っていました。いくつか

知人にバスケットボールをできる場を紹

介してもらったのですが、どうせなら勝

敗に拘らない楽しいバスケットボールを

したいと思い、知人と一緒に日本人バス

ケットボールサークルを立ち上げました。

このサークルでは初心者、経験者、老若男

女分け隔てなく楽しむをテーマとして運

営していることもあり様々な年代、会社

の方とバスケットボールを通して知り合

うことができました。このサークルでは、 

初心者の方がシュートを決めるとみんな

で喜び、ミスしても誰も責めない雰囲気

が和気藹々としており私は毎週サークル

の日を楽しみにしています。唯一の欠点

はメンバーが皆ゆるすぎてまとまりがな

いことですが、逆にそれが誰でも気軽に

バスケットボールをできる雰囲気となり

現在まで続いている要因だと感じます。 

メンバーとは一緒にバスケットボールを

するだけでなく食事したり、旅行にいっ

たり、NBA観戦をしたりと様々な形で交

流を広げることができました。このバス

ケットボールサークルがきっかけで会社

外の色々の方と出会うことができ、本当に 

設立して良かったなと思っています。

1995年のトロント・ラプターズ誕生が

きっかけで好きになったNBAとバスケッ

トボールが今になっては私と国や人を繋

いでくれる大きな財産となりました。私の

ように何かのスポーツを好きな方または

やっていた方、その他のキャンプや釣り、

ゴルフ等の趣味をお持ちの方もたくさん

いると思います。 そんな方々がアメリカ

の様々な場所で日本人同士、または現地の

方と集まって交流していているという話

をよく耳にします。 赴任、移民したばか

りの方、アメリカで何をしてよいか分から

ない方もスポーツや趣味を通じて新しい 

体験、出会いのチャンスがあると思います

ので何かに参加してくれればと思ってお

ります。次の執筆者はそんなバスケで出

会った平岡さんにお願いしたいと思って

おります。

254回 リレー随筆

サークル創部時の1枚
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最高の15日間

濵
はまぐち
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私はデトロイトでのホームステイ中、

毎晩、1日を振り返ると自然と笑顔になる

ことができ、明日が楽しみでベッドに入っ

ていた。毎朝、どんな楽しいことが待っ

ているのかわからない一日の始まりに、 

すごくウキウキしていた。着替えている 

時も、足が宙に浮いているようだった。 

その状況に意識的に気づいたのは、3日目

の朝だ。毎日そういう気持ちになれた15日 

間は、私の体にとって、忘れられない感覚

だ。そして帰国した今、私はデトロイト滞

在中に毎日感じたこの感覚を、これからの

人生で何度も感じていきたいと思う。なぜ 

なら、“人生楽しんだ者勝ち”だと思うか 

らだ。楽しみ方は人それぞれあると思う。

私は、デトロイトで、かけがえのない 

大切な人達に囲まれて、心躍る何かで毎日

が溢れていた。大切な人達とは、一緒にデ

トロイトに行っている9人、ホストファミ

リー、Loveさんをはじめとする現地の方々

だ。何をしている時でも、どこに行ってい

る時でも、皆と一緒にいると、とても楽し

かった。そして、毎日笑顔で私に接してく

れる現地の方々と一緒にいると、自分も

笑顔になることができた。その上、高校生

の間に行けるなんて思ってもいなかった 

メジャー観戦や、想像を超える自然が作

り出した壮大なナイアガラの滝を、ボート

に乗って滝壺から見上げるなど、最高の

経験をさせていただいた。これらだけで

はなく、アフリカンアメリカンミュージア

ムやヘンリーフォードミュージアムなど

で、私はたくさんの事を学ぶことができ、

今まで全く知らなかった知識を多く得る

ことができた。そして、日本と違うことだ

らけの毎日が、私の好奇心を刺激した。

派遣を通じて、私は今まで以上に世

界の文化や歴史にとても興味を持った。 

建物の形、話す言語、道のつくり、どれも

が日本と違うということに、私は面白いと

感じたのだ。デトロイトでは、初めて会う

人との挨拶のハグ、くしゃみをした後の

「Bless you」、そして言語が英語だという 

こと。日本では感じることのできない、 

非日常の毎日が楽しくてたまらなかった。

たくさんの驚きや発見の中で、私は、

忘れることができないことがある。それ

は、Cass Technical High Schoolの学生 

と交流した際、彼らがとても積極的だっ

たことだ。彼らに比べて私は勇気が出 

せず、消極的な部分があった。しかし 

彼らは、手を挙げ、堂々と話す。純粋に「す

ごいなぁ」と思った。そして、ただ聞い

ているだけの自分が情けなかった。何気 

ないワンシーンであるが、そこには彼

らと私の間に大きな差があると思った。 

失敗を恐れて挑戦しないのはいけない。

それに、失敗して学べることはたくさんあ

る。だから、私はあの場面で

手を一番に挙げることができ

る人に、いつか絶対になる。彼

らのように堂々と話し、どん 

な時も挑戦して、失敗を恐れないメンタ

ルを身につけたいと思う。そうすれば、

今回のような最高のプログラムにこれか

らも参加できるかもしれない。

最後に、デトロイトの最後の夜、私の

心に非常に響いた言葉があるので紹介し

たいと思う。その言葉は、「Time goes by 

very quickly」。私のホストブラザーのキャ

メロンが、寂しそうにしている私を見て、

言った言葉だ。キャメロンの言う通り、 

ホームステイをした2週間、時間が進む

のはとても早かった。でもこの言葉の

意味は、これだけでは説明できない気が

するのだ。一日、一日はとても長く感じ、 

密度の濃い時間を過ごすことができた。 

しかし、2週間という期間で振り返ると、

本当に短く感じる。私は、この時間をど

れだけ有効に使い、1秒1秒に何を感じ、 

何を得ることができたのだろう。私は、 

デトロイトに来て、アメリカの人種差別

をはじめとする歴史、日本とは違う治安、 

そしてそこにある人の優しさ、温かさに 

触れ、たくさんの事を学び、考えることが

できた。キャメロンの言葉は、無限にある

わけではない時間の大切さを伝えてくれて

いるように感じるのだ。これからの人生、

辛い時や困難な状況が訪れるかもしれ 

ない。しかし、自分自身が常に失敗を恐 

れず、挑戦し続け、日々を過ごすことによっ

て、デトロイトで生活した15日間に感じた

感覚を、何度も味わうことができるだろう。

私はそう信じている。

JBSD基金: Detroit – Toyota Sister Cities Program

デトロイト市—豊田市　交換学生プログラム レポート

1960年、自動車製造業が盛んであるという共通点から愛知県豊田市とミシガン州デトロイト市が姉妹都市

提携を結び、来年2020年には60周年を迎える。同市は中学生・高校生の交換学生プログラムを毎年実施し

ており、隔年で豊田市、デトロイト市の交換学生団をそれぞれ受け入れ、滞在中は様々なイベントを通して

将来を担う若者たちの交流を深めている。こちらでは、昨年2018年に豊田市よりデトロイトを訪れ15日間

にわたるプログラムを終えた交換学生団のひとり、濵口翔伍さんのレポートをご紹介する。 （Views編集局）
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さいごに（近況について）

現在は、毎週日曜日に豊田市国際交流協会で開催している「Alpha

（アルファ）日本語教室」で、豊田市に住む外国人向けの日本語教

室のボランティアを行っています。私の担当はCクラスで、ひらが

な、カタカナは書けるものの、日本語が上手く使えない人達に対し

て、ボランティアのみんなでサポートを行っています。また、教室

がない日でも、Alphaの先生、生徒関係なく、グローバルなメンバーでマラソン大会に出

場したり、カラオケに行ったりして、ボランティアの域を超えて交流を楽しんでいます！

The Herbert Family
私のホストファミリーは父Terryと母

PiperとCamron（15歳）の3人家族である。

すごくフレンドリーでいつも優しいお父

さんは、毎日集合場所まで送迎してくれ

て、本当にお世話になった。お父さんが話

している時を思い出すと、“Good Shogo, 

good!!!”と微笑んでくれている姿が頭に

浮かぶ。私はいつも笑顔で話しかけてく

れたお父さんが大好きである。いつか、

私もMr. Terryのように、家族想いでどん

な時も優しいお父さんになりたいと思う。

お母さんは、洗濯や皿洗い、食事の準備、

沢山の家事を切り盛りしながら、図書館

で小さな子どもへの教育も行なっており、

いつも明るく元気だ。毎朝、“How did you 

sleep, Shogo?”と、キッチンで朝食を作り

ながら話しかけてくれた。時差ボケで眠た

い朝もあったが、元気なお母さんと話し、

美味しい朝食を食べると、自分まで元気に

なることができた。常に明るく笑顔で周り

を元気にするお母さんは、私の憧れだ。

私と毎日サッカーのゲームやトラン

プ、チェスなどをして本当の兄弟のよう

なCamron!!! 私はCamronにとても感謝し

なければならない。なぜなら、現地の人が 

私に話してくれる際、相手の英語が早すぎ

たり、単語が難しかったりして困ってい 

ると、Camronはいつも私に、難しい単語を

少し簡単な英語に変換し、聞き取りやすい

スピードで教えてくれたらからだ。いつも

優しく、たくさんの心温かい素晴らしい友

達に囲まれているCamron は、自慢の弟だ。

常に私と本当の家族のように接して、

楽しませてくれたHerbert Familyには、

本当に感謝の気持ちでいっぱいだ。

Thank you!!!!

青年委員会主催   蚤の市2019開催！

去る6月23日（日）にノバイ高校アトリウムにて、毎年恒例ミシガン最大級の日系フリーマー

ケット「JBSD 蚤の市 2019」を開催しました。

毎年ご好評いただいているこのイベント、この日を待ちわびた出店者の皆さん、来場者

の皆さん、日本人だけでなく現地の方も沢山お越しくださり、会場は終始熱気にあふれて

いました。

今年も50程のブースが出店。衣類や食器、家具・家電・おもちゃ等様々な商品がとこ

ろ狭しと並び、開場前から長い列を作ってお待ちいただいた皆さんは良い商品を探すため

熱心にブースを回っておられました。

青年委員会ブースでは今年もお菓子詰め合わせとドリンク販売、ヨーヨーつりを行いま

した。暑かったためラムネは早い段階で完売となり大好評でした。ヨーヨーつりとバルーン

アートは子供たちに人気で、現地の方も見慣れないヨーヨーつりに興味津々でした。

青年委員会では今後も皆さんに楽しんでいただけるようイベントを企画して参ります

のでどうぞよろしくお願いいたします。 （青年委員会： 花家・齊藤・澤井・菅野・鈴木・牟田）

交換学生プログラム レポート

※ JBSD基金へのご寄付は、JBSD基金グラントプログラムを通し、このように日米相互理解を深め両国の架け橋となるような様々な活動に活用されています。
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「通訳をすること」について

執筆者

岩崎 　 博

前回の寄稿から早

いもので3ヶ月がた

ちました。毎回気候

のことを話題にし

ていますので 今 回

も少し触れてみま

す。冬の異常気象が

引き継がれ4月、5月と雨が多く、場所に

よっては大洪水が起きています。毎日の

ようにどこが水に浸かったとのニュース

が竜巻の被害のニュースと共に流れてい

ます。例年5月末のメモリアルデイを境

に夏を迎えるのですが、今年は約一月遅

れで漸く夏を感じることができました。

このまま暫く夏空が続いてほしいと願っ

ています。

さて、今回は異文化体験を私の私生

活での事柄を交えてお話したいと思い 

ます。私の妻は米国生まれで米国育ちの

アメリカ人です。彼女と出会ったのがここ

ミシガン州で、結婚もこちらでしたから彼

女は日本語がまったくと言っていいほどわ

かりません。従って日常会話は全て英語に

なります。私は通算で22年ほどこの国で暮

らしていますが未だに英語力は十分ではあ

りません。家庭内での会話は英語と書きま

したが、通常のアメリカ人同士の会話とは

かなり違っています。いわゆるネイティブ

英語とブロークン英語（ネイティブではな

いという意味）での会話です。では、どこが

そんなに違うのでしょうか？

彼女は私と出会う前、すでに日本に興

味を持っていたそうです。十数年前に私

の母に彼女を紹介するため初めて日本に

連れて行って以来、大の日本好きになり、

以降、毎年のように日本を訪れています。

これはこれで私にとっては大変ありが

たいことですが、一方で困ることもあり 

ます。それは「通訳」。私の姉や親類の人々

との間で飛び交っている日本語での話題

を彼女に伝えることの難しさ。或いは、 

私の昔の友人仲間との飲み会での会話。

皆様の中には「そうそう」と思い当たる方

もおられるかと思います。彼女に関する

質問や話題が出ている時は比較的容易に

通訳ができます。なぜかというと、私は

会話に加わっていないので内容を理解し

通訳することに私の頭脳を集中できるか

らです。しかし、自分がその会話に加わっ

ているとそうはいきません。私の頭脳は

会話の中身に集中していますし、会話を

している人は大抵複数です。これらの 

会話の全てが私との間でというわけでは

なく、他の人同士の会話を聞いていて相

槌をうったり、笑ったりするケースがま

まあります。これを横で聞いている妻は

会話の内容にまったくついていけません

から、私に今何を話していたのかとちょ

くちょく聞いてきます。これは私にとっ

ては大変難しい通訳です。彼女はこれら

の会話を全て知りたいのですが（当然で

すね）、私はそれらの会話を全て覚えて 

いないので通訳は当然短くなります。 

すると彼女が言います。貴方たちはもっ

と多くの会話をしていたのに何で英語の

説明はそんなに短いの？この疑問は通

訳を介した会話で多くのアメリカ人から

出てくるものの一つです。余談になりま

すが、アメリカ映画で日本を舞台にした

“Lost in Translation”というのがありまし

たが、この中で主演のBill Murryがウィス

キーの宣伝を撮っていた際、日本人ディ

レクターが英語になりにくい単語を並べ

た指示を延々と出し、それを通訳の女性

が英語に直した時に彼が発した疑問と

まったく同じでした。また、二人で日本の

ドラマや旅番組をテレビで見ているとき

にも起こります。ホストがあちこちを訪

れて地元の人たちと交流をするスタイル

ですが、この会話が往々にしてきちんと

した日本語になっておらず、主語や目的

語をはしょることはしょっちゅう、果て

は地方のなまりが入ったりしてきて集中

して聞いていても良く理解できないこと

が多々あります。その上、自分自身が番組

を楽しんで見ていますから、こんな時彼

女から「今何を彼らは話しているの」と突

然聞かれた時には本当に困ります。他人

同士の会話ってその流れから大体理解で

きますが、そんなに長く覚えておらず直

ぐに忘れてしまいます。さて、いざ通訳の

段になると、「何を彼らは話していたんだ

ろう」ということになります。

皆様方も職場で英語のできる人に通

訳をしてもらうケースもあるかと思いま 

すが、その際、是非配慮していただきたい

点をいくつか上げておきます。

1.  通訳をしている人に議事録を押し付け

ない。

2.  論議に参加している人にはできるだけ

通訳を頼まない。

上記で述べた私の私生活上での体験と照

らし合わせていただくとその理由を良く理

解していただけると思いますが如何でしょ

うか。是非参考にしてください。では今回

はこの辺で筆を置くことにいたします。

筆者紹介　岩崎　博 : 

神奈川県出身。Japan Intercultural Consulting（JIC）

社。ミシガン州代表。ミシガン、 インディアナ及びカ

ナダの日系自動車産業で17 年以上勤務の後、現職

に至る。JICでは日本ビジネス に焦点を当て、定期

的なセミナー、企業内研修等に よる日本人出向者へ

の異文化理解、管理能力育成等 の各種教育、外国人

社員の教育、人事管理コンサル ティング、コーチン

グ、セクハラ予防教育等を行う 国際トレーニングと

コンサルティングを行っている。

本稿へのご質問・ご感想は以下まで。

Japan Intercultural Consulting（JIC） 

Tel: 517-376-8496

hiroshi.iwasaki@japanintercultural.com

www.japanintercultural.com 

異文化の海を泳ぐ 第五回
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注 :  掲載のイベント情報に関しては、内容が変更される場合がありますので、必ずイベント主催者に確認して下さい。 

また、掲載している内容に関し、いかなるトラブルが生じても、JBSDは一切責任を負いませんので予めご了承下さい。

特別イベント
第10回 バイ・ミシガン・ナウ
Buy Michigan Now Festival
Downtown, Northville
8月2日（金）– 4日（日）
金 : 4:00pm–8:00pm
土 : 10:00am– 8:00pm
日 : 10:00am–5:00pm
料金 : 入場・駐車無料
www.buymichigannowfest.com/home.php
地元経済の活性を目指し、ミシガンのビジネスを
サポートするフェスティバル。ミシガン各地から
ベンダーが集まり、さまざまなミシガン商品が購
入できる。コンサートや子供が楽しめるイベント
もあり。

サンダー・オーバー・ミシガン・航空ショー 
Thunder Over Michigan – Air Show
Willow Run Airport, Ypsilanti 
8月3日（土）– 4日（月）
料金 : 当日$45（15歳以下は無料）
 駐車料 : 当日$20
 特別席 : 入場料とは別途要
 （※オンライン前売りあり）
www.yankeeairmuseum.org/airshow 
飛行機ファンにはたまらない戦闘機、航空機の
ショーやアトラクションのほか、子ども用プレイ
ゾーンもあり、家族で楽しめる航空ショーフェス
ティバル。

機関車トーマス・ライド
Day Out Thomas
Crossroads Village & Huckleberry 
Railroad, Flint
8月16日（金）–18日（日）・23日（金）–25日（日）
10:00amから1時間毎に出発（3:00pm最終）
料金 : $22（2歳未満無料–席無し）
 ※入場料込み
www.ticketweb.com（チケット）
http://geneseecountyparks.org/DOWT/
子供達に大人気のキャラクター機関車トーマス
が今年もやってくる。トップハム・ハット卿にも
会え、トーマスにちなんだ催しものが数あるほか、
人気は40分間のトーマス号ライド。子供から大
人まで楽しむことができる。

ウッドワード・ドリーム・クルーズ
Woodward Dream Cruise
Woodward Avenue （Ferndale to Pontiac）
8月17日（土）
料金 : 無料
info@woodwarddreamcruise.com  
www.woodwarddreamcruise.com
４万台を超えるクラッシック・カー、ホットロッド、
改造車、その他様々な車が全米から集まり、ウッ
ドワード通りをクルーズする１日イベント。世界
でもナンバーワンの規模を誇るこの1–dayイベン
トには毎年150万人を超えるビジターが集まる。

第40回デトロイト・ジャズ・フェスト
Detroit Jazz Fest
Riverfront /Hart Plaza, Detroit 
8月30日（金）– 9月2日（月）
料金 : 無料
問合わせ : 313-447-1248
www.detroitjazzfest.com
世界中から集まるジャス・アーティストたちが熱
く演奏する4日間。ジャズファンだけでなく、子
供たちも演奏したり、ジャズについて学べたりと、
家族で楽しめるイベント。無料でこれほどのジャ
ズを聴けるとは贅沢のひとこと。

アーツ・ビーツ＆イーツ
Arts, Beats & Eats Festival
Downtown, Royal Oak 
8月30日（金）–9月2日（月）
金–日 : 11:00am–11:00pm
月: 11:00am–9:30pm
www.artsbeatseats.com 
このイベントは、その名の通り、芸術、音楽、食文
化を楽しむオークランド・カウンティの恒例人気
フェスト。アートショーやレストラン関係の200
を超えるパフォーマンスが行われる。

2019 Detroit Tigers 
ホームゲーム スケジュール
デトロイト コメリカパーク
www.mlb.com/tigers
8月 対 White Sox
  8月5日（月）– 7日（水）
 対 Royals
  8月10日（木）– 11日（日）
 対 Mariners
  8月13日（火）– 15日（木）
 対 Indians
  8月27日（火）– 29日（木）
 対 Twins
  8月30日（金）– 9月 2日（月）
9月 対 Yankees
  9月10日（火）– 12日（木）
 対 Orioles
  9月13日（木）– 16日（日）
 対 White Sox
  9月20日（金）– 22日（日）
 対 Twins
  9月24日（火）– 26日（木）

イベント情報 

前回の「編集委員のひとりごと」から早一年

（2018年8月: https://jbsd.org/wp-content/

uploads/2018/07/Views_08_18.pdf ）、続編

です。健康な身体つくりと心身リフレッシュ

のために、ストレッチ・カイロプラティック

に通い始めて早３年、この一年でまた一段

と足腰が改善されたと思う。朝もシャキッ

と起床、足腰も軽く軽快に歩行、腰痛や肩

こりもいつの頃か？忘れた記憶に。健康志

向に大きく変化した生活はとても充実して

いる。フレンドリーで心優しいクリニックの

先生たちには本当に感謝している。

最近の新しいマイブーム（新しいチャレン

ジ）、本年１月から勢いで始めた「空手道」。

最初の見学体験では準備運動にもお稽古に

も全然ついて行けず、基礎体力の無さ過ぎ

を実感、軽々しく始めた甘い考えを大反省

した。始めた限りはポジティブに通い続け、

その道を学ぶことが楽しくなってきた今日

この頃。ストレッチとのダブル効果で、心身

がさらに鍛えられた感じもする。熱中でき

ることは楽しい、顔見知り・付き合いの輪

が増えていくことも嬉しい。皆さんにもどこ

かで会えるかな。（笑） S.I.

編集委員の独り言

デトロイトりんご会補習授業校  講師募集中！

デトロイトりんご会補習授業校では、明るく元気で子供大好き、 
やる気溢れる講師を募集しています。

詳細は www.jsd.org/teacherwanted をご覧ください。

※ QRコード読み取り可能な携帯電話で左記コードを読み取ると 

りんご会ウェブサイトへジャンプします

https://jbsd.org/wp-content/uploads/2018/07/Views_08_18.pdf
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http://jbsd.org でもViewsをご覧いただけます。 

当会SNSページもぜひチェックしてください。 

 www.facebook.com/jbsdmichigan

 www.instagram.com/jbsd_michigan

views@jbsd.org （編集部）

皆様からのご意見、ご感想をお待ちしていますので

お気軽にお寄せ下さい。投稿も大歓迎です。

少し前のことになりますが、皆様にもご案内を

させていただきましたミシガン大学美術館の仏教

美術に関する特別展「仏教の六感（Six Senses of 

Buddhism）展」へ6月の下旬に行きました。同美術館

には、多くの日本美術品が所蔵されており、これまで

にも色々な特別展を一般向けに無料公開し、多くの方

たちが来場しています。今回の特別展は、仏教の儀式

に使われる用具が紹介されました。初めて実物をみる

ものが多かったのですが、特に室町時代に描かれたと

いう曼陀羅の美しさに感動し心が惹かれました。

さて8月は、お盆の頃に合わせて休暇をとり日本に

行かれるご家族も多いのではないでしょうか。お盆

は、お迎えしたご先祖様や故人の精霊が家族と一緒

に過ごす期間と言われていますが、調べてみますと

お盆は仏教用語である「盂
う ら ぼ ん え

蘭盆会」の省略形としての

「盆」のようです。有名なお盆の行事として全国的に

知られているのは、精霊を再び送り出すために毎年 

8月16日に京都で行われる「五山送り火（大文字の

送り火）」があります。また、東北三大祭りと呼ばれ

毎年多くの観光客を引き付けている青森ねぶた祭り、 

秋田竿
かんとう

燈祭り、仙台七夕祭りも、調べてみるとお盆と

関連があることを知り大変興味深く感じました。筆者

は自分が仏教徒と言えるほどの信仰者ではありま

せんが、仏教は日本人の心に深く浸透しているのだ

なと思います。

事務局長だより今後のJBSD行事予定

お申し込みについてはJBSD事務局ウェブサイト（ http://jbsd.org ）をご確認ください

スポーツ部会主催

JBSDテニスイベント

日　時 :  8月25日（日） 9:30am（受付）
 10:15am–12:15pm（レッスン）
 12:45pm–6:30pm（トーナメント）
場　所: Franklin Racquet Club

JBSD基金

ファンドレイジング・ゴルフ大会
日　時 : 8月29日（木） 9:30am（受付）
 11:00amショットガン（Tee-off）
場　所:  Indianwood Golf and Country Club

スポーツ部会主催

親善ソフトボール大会
日　時 : 9月8日（日）・15日（日）
 予備日: 9月29日（日）

  


